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明
治
相
年
円
犬
四
回
新
工
業

第
二

+λ
各

五
四

第

腕

五
回

明
治
初
年
の
大
阪
の
新
工
業

黒

正

巌

1・・

本官
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明
治
維
新
以
前
に
於
て
は
各
務
が
恰
も
一
滴
立
国
り
如
き
凱
を
墨
し
、
港
内
に
於

τは
成
る
べ
〈
自
給
自
足
の

経
済
を
行
ふ
事
に
カ
め
た
結
県
、
工
業
の
後
迭
は
著
し
く
限
寄
せ
ら
れ
所
調
顧
客
生
産
の
域
に
停
滞
L
、
商
品
生

産
は
殆
H

と
行
は
れ
な
か
っ
仁

ωで
ゐ
る
。
従
て
之
を
生
産
技
術
の
方
商
よ
h
見
れ
ば
手
工
業
又
は
家
内
工
業
で
あ

っ
て
、
大
量
需
要
を
有
す
る
貨
物
は
問
屋
の
手
に
よ
っ
て
配
給
せ
ら
れ
た
。
各
揖
聞
は
そ
の
務
内
の
特
産
物
に
し
て

日
本
会
館
に
需
要
を
見
出

L
Pフ
る
貨
物
は
多
〈
之
を
泌

ω専
寅
ご
し
、
又
は
一
定
り
商
人
に
専
貰
維
を
興
へ
て
そ

の
配
給
を
司
ら
し
め
・
そ
の
務
内
の
需
要
を
充
た
し
て
倫
は
剰
れ
る
も

ωは
大
阪
仁
搬
出
し
、
そ
の
代
償
正
し
て

貨
僚
を
務
内
に
移
入
し
、
叉
は
債
務
の
桝
-M
胴
に
充
賞
し
た
。
か
〈
の
如
く
し
て
各
務
は
大
阪
に
於
り
る
減
産
敷
を

返
し
て
そ
の
特
産
物
を
大
阪
の
商
人
に
貰
却
し
、
大
阪
の
商
人
は
兎
に
之
を
各
地
に
遺
h
出
し
た
。
印
も
嘗
時
の

大
阪
は
日
本
各
地
の
産
物
の
配
給
の
中
心
鮎
で
め
っ
て
、
大
阪
が
天
下
の
墓
所
で
あ
っ
た
ご
い
は
れ
る
の
は
会
〈



こ
の
意
味
で
あ
る
。
明
治
維
新
以
後
、
嫌
煙
敷
の
制
度
が
崩
壊
し
て
大
阪
に
於
け
る
貨
物
集
散
の
形
態
は
礎
化
し

た
け
れ
ど
も
、
大
阪
は
依
然
ざ
し
て
貨
物
配
給
の
一
大
中
心
を
江
し
て
ゐ
る
。
併
L
乍
ら
今
日
で
は
此
H

円
、
」
具

hd
、
田
早
に
他
地
方
の
も
の
を
一
口
一
集
め

τ民
に
之
を
移
出
す
る
ご
い
ふ
が
如
き
配
給
的
中
心
地

Z
L
て
で
は
な

〈
、
そ
の
閥
民
経
憐
上
前
一
裂
な
る
意
義
を
有
す
る
所
以
は
.
大
阪
自
ら
が
貨
物
の
生
産
地
で
あ
る
ご
い
ふ
貼
に
外

な
ら
泊
。
繊
維
工
業
は
岡
よ
り
機
械
工
業
化
準
工
業
以
下
殆
け
と
凡
べ
て
の
工
業
が
大
阪
市
の
内
外
に
密
集
し
、

日

本
の
闘
民
経
済
は
大
阪
市
的
工
業
を
除
い

τは
み
ァ
、
そ
の
本
質
を
理
解
す
る
事
は
出
来
な
い
宿
様
で
め
る
ο

従
て

大
阪
が
工
業
都
市
三
し
て
重
嬰
な
る
地
位
FT
占
h
u
s
に
去
っ
た
過
椛
は
印

L
又
日
本
の
工
業
的
佐
川
胤
セ
一
一
巾
す
も
の

己
い
ふ
叫
が
出
世
帯
品
。
余
は
本
稿
に
於
て
明
治
初
年
特
に
維
新
以
後
二
十
年
頃
迄
に
存
在
し
、
又
は
成
立

L
た
工

業
り
特
質
を
出
川
州
側

L
、
能
川
日
本
各
地
に
起
っ
た
新
工
業
ピ
如
何
な
る
差
異
を
有
す
る
い
ゲ
笠
叫
ひ
、
以
て
大
阪
に

於
け
る
近
代
工
業

ω先
駆
井
に
そ
の
俊
遥

ω道
科
金
考
へ
ょ
う
ど
思
ふ
。

一一
明
治
一
初
年
に
於
け
る
新
立
工
業
の
特
徴

明
治
維
新
以
前
に
於

τも
衣
服
類
又
は
陶
器
削
酬
の
如
き
も
の
は
此
賎
上
下
等
L
〈
消
費
す
る
所
に
し
て
相
官
に

大
量
需
要
が
ゐ
b
.
そ
の
生
雄
組
織
も
硝
々
一
進
歩
し
て
は
ゐ
た
り
れ
ど
も
・
之
ぜ
て
も
問
属
工
業
以
上
に
出
で

子
、
多
く
は
手
工
業
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
衣
服
類
特
に
木
綿
物
は
地
方
に
於
て
婦
人
の
手
仕
事
ご

L
て
行
は
仰
い
、

明
治
初
年
由
大
肱
の
新
工
業

第
二
十
凡
巻

査I

E 

l1i 

税

豆I
宜



明
治
初
年
由
大
肱
自
新
工
業

第
一
一
十
凡
轡

宜
穴

都

抗

ヨi
プC

只
大
都
曾

ω附
近
に
於
工
家
内
エ
業
的
に
生
産
せ
ら
れ
た
の
み
で
ゐ
品
。
而
し
て
明
治
維
新
以
後
に
於
て
も
一
般

の
民
糸
川
り
生
活
段
式
以
苫
迄
急
迩

ω縫
化
を
来
百
な
か
っ
冗
が
ら
、

一
般
民
衆
の
需
要
を
充
た
す
潟
め
の
工
業
持

仁
答
申
郡
よ
h
の
消
費
箭
要
に
応
ず
る
銭
的
の
工
業
じ
っ
き
ー
は
新
し
き
技
術
又
は
生
産
組
織
は
殆
ど
採
用
せ
ら
れ

な
か
っ
に
。
所
副
新
式
の
工
業
は
新
政
府
的
確
立
弁
じ
欧
化
思
想
じ
基
い
て
需
要
を
生
じ
た
る
外
国
品
を
生
産
す

4
9
6
b

の
仁
限
ら
れ
た
。
こ
の
会
〈
新
な
晶
需
要
町
仰
の
生
産
は
宮
市
ゆ
か
ら
存
在
し
た
工
業
者
の
輔
業
に
よ
っ
て
模
造

せ
ら
れ
た
け
れ
ど
も
.
併
し
到
底
充
分
い
を
の
需
要
仁
一
臆
ず
る
事
仏
出
来
す
、
従
て
何
れ
も
外
凶
よ
b
輸
入
せ
ぎ

る
を
待
な
か
っ
た
ο
而
し
て
そ
の
輸
入
額
は
頗
る
莫
大
の
額
に
上
り
た
る
の
み
な
ら
4
y

・
宮
崎
醤
務
時
代
以
来
濫

後
せ

b
れ
た
る
紙
僻
m
U
未
だ
整
理
せ
ら
れ
宇
し

τ財
界
を
甚
し
く
腫
迫
し
・
針
外
柏
崎
替
が
頗
る
一
小
刺
の
獄
越
に
あ

り
し
を
以

τ、
総
入
超
地
以
賞
附
の
人
々
の
最
も
恐
れ
に
所
で
め
っ
花
。
故
に
日
本
凶
内
に
於
て
外
国
品
に
代
る

も
の
を
生
誕
す
る
の
工
業
を
成
立
せ
し
め
同
時
に
叉
輪
出
品
工
業
的
畿
述
を
計
っ
て
輸
入
超
過
を
減
少
せ
し
む
叫

L
正
の
考
へ
は
蛍
然
に
起
っ
て
来
た
の
で
あ
る
。

併
し
乍
ら
維
新
ほ
後
に
於
工
は
併
は
枇
品
目
は
不
安
動
搭
の
吠
抽
出
に
あ
っ
て
、
政
治
上
に
於
て
も
諸
家
の
政
見
が

叫
四
々
相
好
術

L
・
又
帆
刑
制
の
議
乱
以
昨
胤
民

ω生
活
を
脅
威
L
た
る
が
故
に
、
政
界
の
安
定
、
貨
融
市
制
度
の
確
立
が

最
も
亘
巣
り
も

ω
己
考
へ
ら
れ
、
他
乞
州
出
〈
胤
嵐
ず
る
の
暇
が
な
が
っ
た
ω

そ
れ
は
公
議
所
日
誌
等
に
見
ゆ
る
日
位

議
人
分
謀
等
仁
工
業
仁
闘
す
る
部
門
の
会
〈
な
か
っ
た
事
に
徴
し
て
推
察
出
来
る
。
明
治
五
六
年
の
頃
に
は
融
品
目



も
硝
々
安
定
の
吠
態
己
な
っ
た
が
、
同
時
に
聡
入
が
増
加
し
て
来
た
の
で
、
政
府
も
漸
〈
積
柄
的
に
産
業
の
保
護

時
抗
刷
を
な
す
じ
歪
つ
h
h

。
併
し
直
接
に
民
間
の
工
業
を
保
謎
撲
附
す
る
潟
め
に
は
多
額
の
経
費
を
必
要
吉
す
る

一
炉
、
然
か
も
そ
内
財
狐
が
な
か
っ
た
か
ら
、
西
市
戦
争
以
前
に
於

τは
圭
ご
し
て
政
府
自
ら
の
需
要
を
充
た
す
矯

め
に
特
殊
工
業

ω官
経
由
を
行
っ
た
に
す
ぎ
ぬ
。
政
府
が
具
に
民
聞
の
工
業
を
保
護
奨
附
す
る
に
至
っ
た
の
は
明
治

十
一
年
以
後
の
事
で
ゐ
っ
て
、

一
方
に
於

τ官
管
又
は
宇
官
竿
民
の
模
範
工
場
を
設
置
し
、
或
は
授
産
所
、
合
蜜

局
を
設
げ
て
新
式
仁
培
本
山
り
知
識
の
普
及
技
術
り
訓
練
を
行
ひ
、
他
方
に
於

τは
民
間
に
資
金
の
融
通
，
機
械
器
具

()) 

~Jll 
r: 

去
の
主
た
ゐ
財
源
は
組
業
ぬ
債
で
ゐ

技
師

ω
派
地
等
evh
行
つ

T
E
の
殺
治
助
成
に
力
め
た
の
で
あ
品
。

一一一日ー一一一一日. 

る
。
起
業
公
偵
は
千
二
百
五
十
両
国
に
し
て
時
の
大
減
卿
大
限
重
信
は
苦
を
上
っ
て
起
業
公
偵
の
後
行
を
主
張
し

た
。
併
L
起
業
公
依

ω投
訟
は
園
内
蓮
脆
の
使
を
附
俊
し
‘
原
始
産
業
を
振
興

L
、
又
士
族
授
産
の
目
的
を
以

τ

す
る
開
制
捜
等
を
主
ピ
L
、
直
接
に
工
業
E
興
ニ
す
悠
め
に
撰
さ
れ
た
所
は
比
較
的
に
少
が
っ
た
よ
フ
で
ゐ
る
。

か
く
の
如
〈
政
泊
は
自
ら
官
鋳
模
範
工
場
を
作
り
又
は
政
府
の
需
要
品
製
造
工
場
hr
作
つ
允
が
、
そ
れ
は
従
来

よ
り
存
在
せ
し
需
要
り
翁
め
で
は
な
く
、
会
〈
新
し
く
起
っ
た
需
要
に
耐
畑
中
る
も
の
.
又
は
外
国
輪
出
向
の
貨
物

の
製
誌
に
閲
す
る
も
の
が
大
多
数
を
占
め
て
居
る
。
例
へ
ば
造
幣
局
・
富
岡
製
紙
所
、
堺
製
糸
場
、
新
町
屑
糸
紡

総
所
、
綿
糸
紡
続
所
、
続
紗
制
場
、
築
地
製
茶
場
・
横
須
賀
小
野
一
撤
兵
庫
長
崎
鹿
児
島
等
の
悲
船
所
、
深
川
セ
メ

Y

ト
製
む
所
.
赤
羽
刷
工
作
所
、
品
川
附
子
製
諮
所
、
千
佳
製
紙
所
の
却
〈
官
設
の
新
式
工
場
は
即
も
之
れ
で
あ

明
拍
初
年
由
大
臨
刷
新
工
業

第
二
十
人
経

五
七

第

棋

五
七

明拍財政史入ノー三O頁明泊財政史三一=耳



明
治
初
年
白
大
駆
り
新
工
業

第
二
十
人
容

第

規

五
}¥. 

五
J、

る
。
叉
民
間

L
楽
に
し
て
政
府
り
保
護
奨
刷
を
'
3
り
た
も
の
も
亦
枇
ね
-
』
的
柿
に
局
す
る
。
而
し
て
之
等
官
設
井

に
多
〈
の
保
護
を
受
げ
た
る
民
附
エ
業
は
、
特
殊
の
地
理
的
妹
態
を
必
要
正
す
る
も
の
は
別
ご
し

τ、
多
〈
は
取

京
山
り
附
涯
に
限
ら
れ
て
居
る
。
之
等

ω官
設
工
業
は
そ
の
一
成
立
の
目
的
ご
機
能
子
炉
』
川
市
し
、

民
間
工
業
り
畿
迭
を

そ
の
大
字
は
民
間
に
柳
下
げ
ら
れ
、
直
接
国
家
の
需
要
品

を
生
産
す
る
も
り
、
み
が
今
日
迄
官
管
工
業
ご
し
て
存
続
し
て
居
る
に
す
ぎ
泊
。
叉
民
間

ω
新
工
業
も
政
府
の
保

促
し
た
る
柏
崎
め
も
早
-
』
の
栂
の
工
場
の
必
要
が
減
じ
、

識
な
〈
正
も
充
分
仁
弁
立
し
う
る

i
豆
b
、
会
〈
白
山
湖
立
の
工
業
が
行
以
品
、

l
主
つ

k
o
而
L
4
1
先
づ
最
初

に
模
範
エ
場
制
度
が
起
っ
た
山
は
賞
附
の
人
命
が
新
式
の
生
産
技
術
に
沼
山
間
せ
争
、
之
が
叫
脱
会
補
ム

ω必
要
が
ゐ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
次
で
保
護
制
度
に
推
移
し
た
る
は
蛍
時
財
界
不
安
に

L
τ
起
業
賞
金
に
乏
し

p

h
し
が
放

に
、
折
角
相
官
の
生
産
技
術
を
修
得
す
る
も
工
業
金
越
す
事
が
出
来
な
か
っ
た
炉
ら
で
ゐ
品
。
故
に
起
業
会
債
投

行
以
後
に
於
て
は
勿
論
そ
の
以
前
に
於
℃
も
、

工
業
'f
保
護
奨
励
す
る
場
合
に
は
、
山
市
に
僅
少
な
る
補
助
金
を
下

附
す
る
が
如
、
き
も
の
で
は
な
〈
、
多
〈
は
起
業
の
資
金
を
貸
奥
又
は
下
附
し
或
は
工
場
会
館
を
無
償
に

τ机
下
げ

た
も
の
も
ゐ
っ
て
頗
る
多
額
に
上
っ
て
居
品
。
以
上
は
明
治
初
年
に
於
り
る
日
本
の
新
式
工
業
の
一
般
的
特
徴
で

ゐ
る
が
、
然
ら
ば
設
時
の
大
阪
の
工
業
は
如
何
で
ゐ
っ
た
か
、
以
下
少
し
く
詳
述
す
る
で
め
ら
う
e

明
治
一
初
年
に
起
れ
る
大
阪
の
新
工
業

期政平岡-1i11以 FB小川柳太郎博士2 



巳
に
越
ぺ
た
る
が
如
〈
、
大
阪
は
徳
川
時
代
を
通

ιτ
貨
物
配
給

ω最
大
中
心
地
で
あ
っ
た
が
、
大
阪
国
有
の

工
業
ご
て
は
少
〈
、
従

τ大
阪
は
工
業
都
市
で
は
な
〈
問
屋
都
市
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
ゐ
る
。
問
よ
b
遠
隔
地

よ
h

ツ
移
入
す
る
一
事
め
出
来
な
い
貨
物
に
つ
き
ー
は
.
常
時
巳
に
大
阪
は
大
な
る
人
口
を
有

L
た
る
閥
係
上
、
相
蛍

に
盛
ん
で
あ
っ
た
一
」
ご
を
怨
像
す
る
事
が
出
来
る
け
れ
ど
も
、
稿
々
多
数
の
峨
人
を
雇
傭
し
て
所
調
マ
見
フ
ア
ク

ト
ヮ

l
b
F
の
形
鰻
に
於
て
工
業
を
経
相
官
し
て
居
た
も

ωは
極
め
て
少
〈
‘
殊
に
そ
れ
が
明
治
時
代
に
迄
存
続
し
た

も
の
は
版
品
輸
れ
で
ゐ
る
。
商
業
資
料
に
は
維
新
前
よ
り
存
在
す
る
工
場
t
し
て
大
阪
府
下
セ
通
じ
て
十
一
一
一
ケ
所

を
J

市
し

τ居
る
が
、

そ
の
中
現
在
り
大
阪
市
に
一
泊

rゐ
ら
の
さ
し
C
は、

い草

t
耶

E
H
F
-望
足
立
正

廿

m
u
μ
司
8
4
司月一
d
m
ι
m
N
H
H
侃お
u
u
'
F
Y
(
官
干
保

年
九
月
)
、
南
阪
御
蔵
跡
町
赤
松
駒
山
柿
製
造
所
(
施
政
二
年
正
月
)
・
西
成
郡
川
崎
村
波
地
総
子
製
地
所
(
文
政
二
年

五
月
)
、
西
師
長
期
橋
ゴ
一
丁

H
若
竹
岡
扇
製
造
所
(
宛
政
一
苅
年
五
月
)
の
四
つ
営
事
げ
て
居
る
に
す
y
d

泊
。
勿
論
術

ほ
よ
〈
調
査
す
れ
ば
他
に
も
維
新
以
前
か
ら
の
も
の
も
あ
る
己
思
ム
炉
、
併
し
相
嘗
に
規
模
の
大
な
る
工
業
が
少

か
っ
た
こ
£
は
明
か
で
あ
ら
う
。
夏
に
明
治
初
年
に
於
て
も
工
業
は
倫
ほ
大
阪
の
重
要
産
業
で
は
な
く
、
従
て
大

阪
の
振
興
策
ざ
し
て
第
一
に
考
へ
ら
れ
た
事
は
商
業
取
引
の
改
善
で
あ
つ
に
こ
ご
は
い
ふ
迄
も
な
い
。
試
み
に
大

阪
市
工
場
一
覧
を
見
る
に
、
明
治
の
初
年
に
成
立
し
た
工
業
に
し
て
今
日
迄
存
縮
刷
し
て
居
る
も
の
は
極
め
て
少
V
o

中
じ
は
所
h

句
者
が
替
・
9
又
は
経
営
組
織
が
盛
っ
た
、
め
仁
、
成
立
年
次
が
鑓
嘉
さ
れ
て
居
る
も
の
も
ゐ
る
が
、
何

れ
に

L
て
も
大
阪
の
工
業
は
明
治
初
年
に
は
頗
る
幼
稚
な
も
の
で
あ
っ
て
、
工
業
は
大
阪
に
古
っ
て
重
要
な
地
位

明
治
相
師
干
の
大
阪
の
新
工
業

第
二
十
凡
巻

王正

ブL

第

抗

五
fL 

商業費料部ー腕3) 



明
治
初
年
内
大
阪

ω
新
工
業

停
二
十
λ
谷

大
C 

第

腕

，、
O 

を
占
め
な
か
っ
た
。
而
し

τ誌
幣
局
を
除
い

τは
大
阪
に
は
官
管
工
場
ご
て
は
な
〈
‘
叉
政
府
の
直
接
保
穫
を
受

り
た
も
の
も
、
東
京
に
比
し
て
著
し
〈
少
い
・
』
正
は
注
意
に
佑
ひ
す
る
。
今
大
阪
市
内
及
び
そ
の
附
近
に
於
て
明

治

ω初
年
に
成
立
L
た
新
式
工
業

ω主
な
る
も
の
を
示
せ
ば
究
の
如
〈
で
ゐ
る
。

-
地
幣
局
大
阪
に
匙
融
刷
局
の
設
置
せ
ら
れ
た
富
市
が
大
阪

ω今
日
の
経
糖
的
畿
日
肢
を
な
す
に
輿
つ

τカ
ゐ
h

ー
は
言
ふ
迄
も
な
い
が
、
同
時
に
造
幣
局
が
江
戸
に
設
り
ら
れ
守
し
て
大
阪
の
地
に
ト
せ
ら
れ
符
事
は
纏
て
叉

首
時
山
大
阪
が
wm
術
的
仁
も
政
的
的
仁
も
江
戸
よ
り
議
か
じ
重
要
の
地
位
を
占
的

τ居
た
か
ら
で
は
あ
る
ま
h
y

か
Q

ぞ
れ
は
ご
も
角
ご
し
て
、
明
治
四
年
に
開
業
し
て
以
来
、
専
ら
貨
幣
の
錆
遣
に
従
事

L
た
が
、
精
錬
鋳
造
共

に
信
来
の
技
術
ご
兵
b
又
材
料
も
濯
っ
た
の
で
、
貨
融
市
鍛
造
の
補
幼
工
業
を
も
自
ら
経
笹
せ

F
る
を
得
な
か
っ

た
。
明
治
政
府
が
帥
冊
立
さ
れ
艇
糖
界
が
-
安
定
し
て
か
ら
、
大
阪
の
経
梼
的
品
目
港
、
沓
日
本
の
経
済
的
後
遣
に
重
要
な

る
意
義
金
有
す
る
制
は
、
貨
併
を
鋳
造
す
る
ご
い
ふ
事
よ
ち
も
血
T

ろ
を
の
補
助
工
業
に
ゐ
っ
た
。
例
へ
ば
硫
酸
製

治
則
刷
、
由
港
製
造
所
‘
一
丸
斯
製
述
所
、
骸
炭
製
造
所
、
反
射
燐
銘
鱗
所
の
如
き
は
之
れ
で
め
っ
て
、

-
』
の
方
面
の

技
術
が
抜
か
ら
倒
朝
日
せ
ら
れ
た
る
は
勿
論
、
そ
の
ま
、
民
間
に
柳
下
げ
ら
れ
て
夫
々
大
な
る
費
惑
を
遂
げ
た
の
で

あ
る
。
即
も
今
日
の
造
僻
局
は
間
中
に
国
家
の
需
要
を
充
足
す
る
縛
め
の
技
術
工
場
に
す
ぎ
な
い
け
れ

y-も
、
明
治

初
年
の
創
立
蛍
時
に
於
て
は
新
文
化
の
源
泉
な
り
し
ご
共
に
、
又
官
設
模
範
工
場
で
ゐ
・
り
又
国
家
自
給
の
機
闘
で

あ
っ
て
、
今
日
正
は
初
々
の
意
味
に
於
て
異
つ

τ居
た
。
倫
は
こ
の
事
に
つ
き

τは
本
庄
博
士
が
、
明
治
大
正
大

本[1:博士、大阪の文化止造幣局(組情論叢第二十 t巻凶披)4) 



阪
市
史
紀
要
第
一
一
械
に
於
て
詳
越
し
て
居
ら
れ
る
か
ら
、
議
じ
は
省
略
す
る
。

2
繊
維
工
業
大
阪
の
繊
維
工
業
ご
し

t
今
日
最
も
重
要
な
る
も
の
は
木
綿
紡
械
工
業
で
あ
る
事
は
改
め
て

い
ム
迄
も
な
い
が
、
そ
れ
H

が
大
工
業
ご
な
っ
て
現
は
れ
た
の
は
明
泊
二
十
年
以
後
に
風
す
る
o

新
式
の
紡
績
工
場

は
文
久
三
年
に
隣
贈
の
島
沖
侯
が
初
め
て
そ
の
領
内
に
英
幽
よ
'
り
機
械
を
購
入
し
て
経
笹

L
た
る
も
の
を
以
て
鳴

矢
正
し
、
明
治
三
年
に
大
阪
府
下
堺
に
設
立
せ
ら
れ
た
る
堺
紡
蹴
所
は
初
め
そ
の
分
工
場
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
之

は
後
に
政
府

ω
模
範
工
場
Z
せ
ら
れ
、
政
府
が
貿
上
げ
、
夏
に
再
び
民
間
に
柳
下
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
大
阪

略
的
仁
於
付
る
故
初

ω紡
山
判
断
H
H
明
治
十
二
年
仁
創
立
[
七
る
泌
谷
紡
総
所
で
め
る
。
之
以
政
品
川
山
補
助
を
受
り

て
居
た
が
、
後
に
堂
島
紡
績
ご
し

τ全
く
民
営
の
も
山
り
に
な
っ
た
。
そ
の
後
桑
原
紡
積
所
も
政
府
の
保
護
の
下
に

創
設
ぜ
ら
れ
た
。
一
見
に
明
治
卜
六
年
に
は
大
阪
紡
続
曾
批
が
三
軒
家
に
創
立
せ
ら
れ
た
。
之
は
一
冗
正
雄
海
抽
出
一
氏

等
の
有
力
者
が
清
水
市
紡
績
業
の
有
望
な
る
を
見
て
曾
枇
設
立
の
計
査
を
立

τ、
山
逃
丈
夫
氏
を
外
闘
に
減
遺
し
て

調
査
せ
し
め
、

そ
の
隔
制
後
設
立
に
力
め
借
地
に
十
六
年
に
至
っ
て
完
成
し
た
も
の
で
ゐ
品
。
之
は
二
十
五
高
困
の

株
式
曾
枇
で
ゐ
っ
て
、
恐
ら
〈
我
闘
に
於
け
る
株
式
組
織
の
紡
抑
制
業
の
先
駆
で
あ
ち
、
同
時
に
株
式
工
業
の
慌
鯵

で
ゐ
ら
う
。
併
し
乍
ら
丑
の
鰹
傍
は
必
し
も
有
利
な
ら
歩
、
純
々

ω
困
雑
に
遁
過
し
た
る
も
、
遂
に
海
外
輸
出
の

計
査
が
成
功
し
、
議
じ
同
所
の
基
礎
が
確
立
せ
ら
れ
、

最
大
の
工
業
に
な
っ
た
の
で
ゐ
る
。

之
に
衣
い
で
二
十
年
以
後
多
く
の
紡
山
刷
業
が
越
b
、
我
園

明
治
相
年
四
大
館
山
口
新
工
業

第
二
十
凡
谷

ノ、

弟

抗

大限妨制I白革蹴査定書

大阪府需品二編Eー七頁
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明
治
初
年
四
大
匹
。
新
工
業

第
二
十
八
各

/、

tf' 

wl 

究
に
金
〈
新
に
起
っ
た
繊
維
工
業
の
一
部
門
と
し
て
メ
リ
ヤ
ス
工
業
を
一
瞥
L
な
り
れ
ば
な
ら
れ
刷
。

メ
日
y

ヤ
ス

は
巳
に
維
新
前
に
外
陣
よ
り
輸
入
せ
ら
れ
て
居
た
が
そ
の
製
法
は
木
村
h

停
は

ιな
か
っ
た
。
然
る
に
維
新
紛
両
洋

式
の
兵
制
を
採
用
す
る
に
至
っ
て
西
洋
靴
を
則
ふ
る
一
品
ピ
な

b
、
従
て
又
靴
下
を
必
要

t
L
た
が
、
嘗
時
の
靴
下

は
手
編
の
も
の
で
高
倒
に
す
ぎ
、
又
全
部
布
製

ωも
ωは
仲
紡
不
自
由
に
て
使
用
不
便
な
る
銭
的
、

メ
リ
ャ
λ

製

の
も
の
を
需
要
す
る
に
至
っ
た
誌
が
、

メ
リ
-
ヤ
ス
業
'T
典
降
せ
L
h
U
る

ω百
一
闘
で
あ
っ
た
。
而
し
て
之
は
遂
に
大

阪
の
大
工
業
ピ
な
h
・
今
や
大
阪
は
メ

y
ヤ
ユ
的
生
産
に
於
℃
日
本
第
一
位
を
占
め
・

そ
の
生
産
額
も
金
闘
の
四

制
六
分
を
占
む
る
有
慌
で
ゐ
る
。
我
国
最
初
の
メ

P
ヤ
ス
工
場
は
、
明
治
三
年
伊
勢
勝
な
る
も
の
が
東
京
築
地
入

舟
町
に
於

τ開
い
た

L
場
で
ゐ
品
。
大
阪
に
於
げ
る
メ
リ
ヤ
λ

工
業
の
始
組
は
上
国
民
民
次
郎
で
ゐ
久
炉
、

之
も
矢

張
り
伊
勢
勝
の
系
統
を
引
い
て
ゐ
る
o

即
も
上
凹
は
伊
勢
勝
の
五
人
が
伊
勢
勝
よ
り
譲
受
り
た
る
メ

9
ヤ
ス
機
の

内
ご
盈
を
乞
ひ
・
之
を
以

τ大
阪
に
来
り
、
明
治
五
年
十
一
月
(
大
阪
編
年
史
じ
は
明
治
三
年
己
ゐ
る
)
に
大
阪
中

之
島
一
丁
H
(今
の
中
之
島
公
園
の
所
心
地
)
に
て
開
業
し
た
Q

時
の
兵
庫
脱
出
惜
知
劫
が
之
を
絵
探
し
・
製
造
技
術

の
如
き
も
全
く
秘
密
仁
し

τ居
た
ご
い
ふ
事
で
め
る
c

上
回
は
殆
ど
酬
明
占
的
仁
メ

y
ヤ
ー
の
製
品
唱
版
貨
を
行
ひ
大

な
る
利
盆
を
血
ゃ
げ
た
る
を
以
I
.
翌
六
年
に
は
大
築
泊
助
は
副
本
町
に
て
、
井
上
伊
八
は
中
之
島
三
丁
目
に

τ各

白
メ
岬
ノ
ヤ
ス
の
製
造
に
従
事
し
、
中
島
定
治
郎
は
小
西
善
兵
衛
ご
共
仁
開
業
し
た
。

hr
〈
の
如
(
メ
リ
ヤ
ス
工

業
は
急
速
に
営
造
L
然
か
も
一
般
の
需
要
も
増
加
す
る
の
傾
向
ゐ
る
を
以
て
、
時
の
大
阪
府
予
波
逃
日
骨
は
メ
u
ノヤ

藤本白旗日本m リヤス且五凹頁三宅禿堂日本メリヤス金書側、主頁8) 



-
工
業
が
崎
洞
古
都
大
阪
の
重
要
斑
業
ご
な
る
べ
き
を
想
ひ
、
平
野
町
四
丁
目
に
官
設
模
範
エ
場
を
設
註
す
る
に
至
つ

た
が
、
間
も
な
く
失
敗
に
了
っ
た
。
明
治
七
年
り
頃
じ
は
脱
営
業
者
が
著
し
〈
増
加
し
た
の
で
、
競
守
が
激
甚
仁
な

b
利
益
も
減
少
す
る
の
傾
向
で
あ
っ
た
。
検
範
工
場
の
失
敗
内
原
因
も
之
に
存
す
る
も
の
ご
思
は
れ
る
。
殊
に
嘗

時
J
Y
ヤ
λ

の
需
要
は
一
般
の
よ
川
寅
市
川
帽
を
相
手
に
す
る
も
の
で
あ
っ

τ‘
各
雌
官
業
者
の
生
産
額
も
少
(
、
製
造

規
模
も
小
さ
〈
.
全
〈
個
人
企
業
で
ゐ
っ
た
。
軍
隊
の
大
量
需
要
を
目
ゐ
て
に
且
官
業

L
初
め
た
の
は
杉
谷
狐
七
に

L
τ
、
明
治
七
年

ω事
で
あ
一
る
。
爾
4
4

年
々
メ
凶
ノ
ヤ
ス
エ
業
は
盛
大
仁
赴
き
、
生
産
技
術
も
進
歩
し
、
靴
下
以
外

の
繍
々
の
も
の
を
も
生
産
し
う
る
に
至
つ
に
。
叫
却
に
四
市
戦
争
に
よ
る
軍
隊
潟
明
文
の
増
加
は
若
し
く
斯
業
吋
務
腿

を
似
し
、
清
岡
へ
の
輸
出
を
も
行
ム
ぜ
い
ふ
有
慌
で
ゐ
っ
た
。
か
く
し
て
メ

y
ヤ
旦
工
業
は
一
進
一
退
し
っ
、
大

阪
の
大
i
莱
の
一
つ

Z
な
b
、
初
的
凶
内
需
要
に
贈
す
る
活
的
に
起

h
L
に
拘
ら
、
T
、
今
日
に
て
は
主
ご
し

τ外

岡
市
場
を
目
岡
崎
正
仁
て
艦
笹
せ
ら
る
、
に
至
っ
た
。
こ
の
畿
艇
の
進
行
に
り
い
工
は
最
近
京
大
都
憐
些
部
等
生
繭

島
七
太
郎
氏
が
詳
密
な
る
研
究
を
せ
ら
れ
た
、
混
〈
何
等
か
の
形
に
於
て
鵬
首
表
ゼ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
か
ら
・
該
に

は
之
れ
以
上
論
及
し
な
い
。
術
は
大
阪
に
メ
リ
ノ
ヤ
A

工
業
が
柏
崎
っ
て
以
来
、
明
治
二
十
年
頃
迄
に
創
立
せ
ら
れ
た

メ
リ
ヤ
ス
工
場
は
相
賞
の
敷
に
上
る
が
放
に
之
を
一
々
列
曲
草
す
る
事
は
仙
の
機
曾
に
之
を
譲
る
。

大阪編年史

d

』
の
外
繊
維
工
業
に
泌
す
る
も
の
に
し

t
新
式
工
業
は
少
〈
.
毛
織
物

ω如
き
も
多
〈
輸
入
せ
ら
れ
、
明
治
九

年
に
伊
雌
九
兵
衛
氏
が
毛
布
製
匙
を
初
め
た
の
が
最
も
古
い
も
の
で
あ
っ
て
、

一
般
の
毛
織
が
大
阪
に
於

τ生
産

9) 

明
治
相
年
山
大
阪
の
新
工
業

第
二
十
凡
密

tIi 
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明
治
相
年
由
大
腿
自
新
工
業

第
二
十
八
を

ノ、
四

/、
凹

2再

!JJ! 

せ
ら
れ
る
に
至
っ
た
の
は
明
治
の
末
期
の
事
で
ゐ
る
。
山
川
ほ
岡
島
千
代
治
氏
は
明
治
十
年

ω頃
よ
h
毛

見

p
y
L友

細
エ
場
を
瓦
屋
町
に
越
し
、
御
家
苦
心
研
究

ω結
川
市
之
が
製
治
に
成
功
し
‘
ム
T
や

毛

旦

y
y
工
業
は
大
阪
に
於

τ

キ目
(:3)億
重
要
な
る
!l!! 
歩
合
占
む
る

歪
つ
1~ 

化
準
工
業

新
工
業
ご
し
f
明
治
の
初
年
に
俊
迷
し
た
も

ωの
内
化
事
仁
業
は
最
も
注
目
す
〈
き
も
の

で
め
る
。
岡
よ
り
我
闘
は
凋
乙
の
如
〈
化
的
中
工
業

ω俊
惑
す
べ
き
伐
件
ぞ
欠
「
正
雄
も
、
品
川
ほ
之
を
保
誰
抽
出
刷
す

れ
ば
相
醤
仁
畿
議
す
ベ
ミ
d

見
込

ω存
す
る
も

ωも
少
く
は
な
い
。
殊
に
明
前
初
年
じ
外
幽
よ
り
綿
々
の
染
料
が
総

入
せ
ら
れ
た
斜
め
、
在
来

ω染
料
ゆ
生
産
は
甚
し
〈
打
撃
を
受
け
、
就
中
阿
波
の
天
然
強
を
殆
ど
一
手
に
配
給
し

た
る
大
阪
染
料
両
州
に

εω
生
産
者
た
る
阿
波

ω農
民
に
己
h
て
は
死
活
内
問
題
で
ゐ
っ
た
υ

こ
の
外
洋
式
山
地
築

の
流
行
正
共
に
窯
業
、
硝
子
製
池
菜
、

マ
ッ
チ
製
地
業
、
肥
料
製
造
業
、
洋
紙
製
造
業
‘
製
革
菜
、

ジ

ヤ

ボ

ン

製

池
業

ω如
き
新
エ
業
が
総
々
己
創
設
せ
ら
れ
、
又
治
締
局
内
に
も
栂
々

ω化
学
斗
揚
が
出
来
た
o

A
ー
そ
の
主
な
る

も
の
、
成
立
事
怖
を
出
附
設
す
る
で
ゐ
ら
う
。

化
率
エ
業
中
最
も
異
同
加
を
放
っ

τゐ
る
も
の
は
五
代
左
厚
の
経
営
ド
い
な
る
製
政
手
ム
業
で
ゐ
る
。
仙
叫
が
こ
の
事
業

を
恩
H
U
立
っ
た
動
機
は
前
に
も
一
言
し
た
通
b
、
信
来
最
も
多
〈

ω需
裂
の
ゐ
っ
た
天
然
院
が
外
凶

ωイ
ン
デ
ィ

ゴ

I
じ
腰
倒
せ
ら
れ
・

そ
の
輸
入
額
が
多
額
に
よ
っ
た
の
で
・

-
』
の
輸
入
を
防
m
唱
し
同
時
に
国
産
の
梁
川
危
な
き

ん
ご
す
る
に
ゐ
っ
た
。
而
し
て
彼
は
同
郷
人
に
し
て
常
時
執
政
の
大
任
に
あ
り
し
大
久
保
利
過
の
保
護
を
受
け
六

大肱，r.nl:Jニノ四八六目市革嗣査文膏10) 



十
高
凶
幽
の

E
額
を
補
助
せ
し
め
て
明
治
九
年
大
阪
市
堂
島
(
奮
市
役
所
及
商
業
曾
議
所
跡
)
に
工
場
を
設
け
た
。
五

代
氏
の
侍
記
に
記
す
腕
に
よ
れ
ば
、
大
な
る
煙
突
を
立
て
そ

ω使
川
す
る
職
工
も
千
を
数
ふ
る
程
の
大
規
模
の
工

場
で
あ
っ
た
ど
い
ふ
山
併
し
そ
の
内
容
に
つ
き
て
は
之
を
誌
に
す
る
事
が
出
家
守
、
五
代
兵
の
伸
記
は
時
間
誇
援
の

憾
な
き
ゃ
ピ
忠
は
れ
る
。
大
阪
編
年
史
に
も
、
「
九
年
五
月
・
始
め

τ製
政
業
を
柏
崎
す
」
=
記
さ
れ
て
あ
る
の
み
で

ゐ
る
o

五
代
氏
は
留
的
中
生
を
外
岡
幽
ド
波
遺
し
て
製
政
技
術
を
研
究
せ

L
め
、
又
外
国
人
技
師
を
招
聴

Lτ
粧
品
百
大

に
カ
め
た
り
れ
Y
い
も
、
遂
に
外
国
品
に
競
争
す
る
事
能
は
宇
し
て
間
も
な
く
底
止
き
れ
た
。

由
同

F
州
側
の
制
調
誌
は
、
巳
に
明
治
以
前
よ
り
大
阪
に
於
可
多
少
行
U
れ

τゐ
土
が
ト

一
般
山
需
要
が
少
か
っ
た
の

で
、
大
な
る
食
品
唱
会
設
げ
な
か
っ
た
o

然
る
に
ラ
ム
プ
が
次
第
に
使
加
せ
ら
れ
、
叉
を
の
他
の
綿
子
採
が
多
〈
需

要
せ
ら
る
、
い
歪
h
た
る
も
・
劣
感
な
る
も
の
が
可
な

b
多
(
製
造
せ
ら
れ
た
、
め
、

日
本
製
油
附
子
の
奥
田
閣
を
止
〈

ο販
路
壮
絶
り
有
様
に
な
っ
た
。
銭
に
於

τ伊
藤
契
信
な
る
も
の
曾
て
造
幣
局
川
椛
殿
瓶
の
製
治
を
依
蝿
せ
ら
れ

そ
の
製
造
に
従
事
し
た
る
の
故
を
以
て
、
之
が
研
究
を
か
ね
て
来
京
品
川
純
子
製
港
所
に
職
工
を
入
所
せ

L
め
て

製
造
法
を
研
究
せ
し
め
、

そ
の
業
了
る
に
及
ん
で
明
治
十
五
年
之
等

ω峨
工
を
以
て
府
下
西
成
郡
川
附
村
に
日
本

硝
子
製
造
品
問
枇
を
起
し
、
一
見
に
翌
年
品
目
孫
市
を
抽
押
し
技
術

ω改
此
を
計
っ
た
。
品
目
は
十
一
年
以
来
品
川
附
子

工
場
に
勤
務
し

τ斯
道
の
経
験
を
有
し
た
る
も
市
場
開
係
は
こ

ω
工
場

ω経
畿
を
困
難
な
ら
し
め
、
遂
に
二
十
年

に
至
っ
て
解
散
し
た
の
で
・
島
田
は
個
人
に

τ之
を
譲
受
け
凋
カ
に
て
桝
究
を
続
け
今
日
に
至
っ
た
り
で
ゐ
る
。

明
治
初
年
由
大
甑
目
新
工
議

第
二
十
入
各

六
五

第

蹴

/、

茸
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明
拍
初
年
白
大
臨
白
新
工
業

第
二
十
入
巷

、4
、

f
J
F
 

、省、
'
J
F
 

虫再

臨

製
諮
戸
数
は
十
二
年
仁
は
六
戸
、
勢
働
者
数
も
僅
か
百
三
十
一
人
で
あ
っ
た
が
、
逐
年
増
加
の
傾
向
を
示
し
二
十

年
に
は
三
十
二
戸
、
第
働
者
四
百
人
を
超
ゆ
る
に
至
っ
た
。
併
し
何
れ
も
小
規
模

ω
偶
人
終
答
に
し
て
金
〈
手
工

業
的
の
も
の
仁
す
ぎ
な
か
っ
た
。

西
洋
紙
の
製
造
は
最
初
斤
武
安
兵
衛
に
よ
っ
て
計
垂
せ
ら
れ
た
。
彼
は
洋
行
中
蘇
幽
エ
ヂ
y
j
-
7
に
て
製
紙
機

械
セ
注
文
し
て
お
き
、
隔
制
後
大
阪
に
於

τ政
府
り
許
可
を
得
て
曾
枇
を
創
立
せ
ん

t
欲
し
、
明
治
四
年
四
月
錦

替
曾
枇
及
び
関
商
枇
に
出
資
を
求
め
た
る
も
そ
の
交
渉
の
ま
ご
ま
ら

F
る
聞
に
機
械
が
到
着
し
た
の
で
そ
の
代
償

を
支
抑
ム
事
が
出
来
中
、
殺
め
に
大
阪
府
聴
が
一
時
之
を
引
き
受
付
北
大
組
第
十
人
匝
玉
江
町
に
於
て
工
場
を
設

立
し
た
が
、
明
治
五
年
四
月
に
至
h
τ
後
藤
象
次
郎
等

ω結
枇
た
る
蓬
莱
枇
が
ぞ
の
抑
ひ
下
を
受
り
、
一
見
に
奥
島

氏
の
手
仁
移
b
、
鞠
々
し

τ十
七
年
に
は
下
郷
氏
の
経
替
の
下
に
大
阪
製
紙
曾
枇
ご
改
稿
せ
ら
れ
花
。
後
に
中
之

島
製
紙
曾
枇
ご
な
っ
た
の
は
之
れ
で
ゐ
る
。
最
初
来
京
仁
起
り
た
る
洋
紙
製
品
唱
は
、
紙
融
市
、
地
券
そ
の
他
主
正
し

て
官
府
の
需
要
に
廊
す
る
活
め
で
あ
っ
た
が
、
大
阪
の
製
紙
工
業
は
ニ
め
駄
に
於
て
不
利
で
め
っ
た
事
が
、
そ
の

経
倍
困
難
の
一
因
で
あ
っ
た
ご
氾
は
れ
る
o

明
治
十
九
年
下
郷
氏
の
個
人
工
場
ぜ
な
っ
て
か
ら
は
主
ご
し
て
T

ツ

チ
用
紙
及
び
包
装
用
紙
を
抄
治
し
た
ご
い
ふ
。

ニ
の
外
新
式
の
化
学
工
業
ご
し
て
は
、
大
阪
ア
片
カ
リ
製
逝
曾
枇
(
明
治
十
二
年
)
、
大
阪
セ
メ
ン
ト
曾
枇
(
明

治
十
八
年
)
、
硫
酸
製
造
曾
枇
(
明
治
十
三
年
)
.
恭
一
冗
石
鹸
工
場
(
明
治
十
二
年
)
、
奥
島
製
糖
場
(
明
治
九
年
)
、

大阪府誌=ノ三九頁以寸ー
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大
阪
砂
糖
曾
枇
(
明
治
十
五
年
)
は
最
も
著
名
な
も
り
で
ゐ
る
。
叉
燐
寸
の
製
誌
は
明
治
人
年
に
小
杉
叉
三
郎
等
が

初
め
て
靭
泌
に
て
創
業
L
、
次
で
各
区
に
多
〈
の
製
品
現
所
が
起
り
、
十
三
年

ω頃
に
は
巴
に
経
轡
者
三
十
名
ド
逮

L
、
そ
の
資
質
も
優
良
ご
な
b
た
る
銭
的
、
遂
に
外
〈
吋
外
岡
聡
出
を
見
る
に
至
っ
た
り
れ
ど
も
・
十
六
年
以
来

支
那
地
方
の
販
路
杜
絶
し
て
悲
坊
に
陥
っ
た
。
そ
の
後
設
業
者

ω努
力
に
よ
っ
て
多
少
盛
大
正
な
・
り
た
る
も
.
今

日
で
は
大
阪
市
に
封
し
て
は
殆
ど
己
る
に
足
ら
古
る
工
業
に
な
っ
た
。
ズ
皮
革
業
は
市
外
渡
越
村
地
方
に
於
て
古

(
よ
ム
リ
雄
に
行
は
れ

τ居
た
が
、
洋
式
製
革
を
初
め
た
る
は
谷
滋
儀
右
衛
円
で
あ
る
。
彼
は
朋
治
六
年
東
京
に
於

τ創
業
し
た
る
米
人
チ
ヤ
リ
て

へ

Y
9
1
・
ヵ
r
q
y
の
技
術
企
似
へ
代
る
際
.
西
村
等
に
就
き
て
そ
の
傍
授
や
』

受
け
、
大
阪
に
初
め

τ洋
式
桜
草
泌
を
侍
へ
た
o
蹴
古
市
洋
式
兵
制
の
採
用
Z
共
に
皮
革
製
品
の
需
要
が
大
正
な

h
、
徳
川
時
代
よ

b
の
体
統
ご
相
侠
っ
て
大
阪
は
製
革
工
業
に
於
て
堂
要

ω地
位
を
占
む
る
仁
一
宝
っ
た
。
而
し
て

的
朋
十
八
年
に
創
立
せ
ら
れ
た
る
新
聞
製
革
腕
は
そ
り
最
も
著
し
き
も
凶
で
ゐ
る
o

大
倉
組
も
巳
に
明
治
二
十
年

前
に
於
て
大
阪
に
皮
草
工
場
を
有

L
相
憶
の
生
産
カ
を
有
し
た
。

4

機
械
金
.
脇
工
業
徳
川
時
代
か
ら
金
銭
銅
織
が
多
〈
大
阪
仁
集
っ
て
茶
花
関
係
上
、
鋳
造
業
又
は
精
煉
菜

は
相
官
に
盛
大
に
し
て
、
特
に
住
友
は
所
々
の
銅
山
よ

b
荒
銅
を
持
ち
来
h
て
そ
の
精
燥
を
行
っ
て
底
た
o

然
ゐ

に
港
幣
局
の
設
立
ゼ
ら
る
、
に
及
び
銅
吹
所
を
抽
出
州
に
移
鱒

L
た
。
そ

ω徒
住
友
の
臨
四
湖
宰
卒
は
五
代
末
厚
Z
共

に
犬
久
保
利
通
ゆ
保
議
の
下
ド
明
治
十
四
年
西
成
部
今
宮
村
に
於
て
製
銅
曾
此
(
五
代
氏
縛
記
じ
は
金
銭
分
析
所

明
治
初
年
山
大
肱
山
新
工
業

弟
二
十

λ
谷

J、
七

t事

抗

ムハ士

大匝rif誌=ノ四四六頁
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第
二
十

λ
魯

r、
λ 

第
一
規

プミZ
A 

明
治
初
年
自
大
臨
白
新
工
諜

Z
ゐ
る
)
を
設
け
た
町
又
十
九
年
に
は
支
那
人
の
出
資
に
で
資
本
会
五
千
圏
、
職
工
三
百
人
を
有
す
る
分
銅
枇
が

設
立
さ
れ
た
。
そ
の
他
今
日
存
在
す
る
金
嵐
工
業
苦
遺
船
業
、
機
械
業
は
何
れ
も
日
清
戦
後
の
成
立
じ
か
、
る

が
、
只
明
治
十
四
年
に
西
成
郡
六
軒
家
新
岡
じ
設
立
せ
ら
れ
た
る
大
阪
繊
工
所
以
外
人
の
資
本
に
よ
る
も

ωで
は

ゐ
る
が
、
蛍
時
ご
し
て
は
最
も
大
規
棋
な
る
工
場
で
ゐ
っ
た
。
そ
の
他
仁
は
こ
の
純
じ
脱
す
る
工
業
で
は
特
筆
す

ぺ
詰

h
の
少
〈
、
従
て
大
阪
に
対
し
て
は
大
な
る
憾
憐
的
意
義
を
有
し
な
か
っ
た
こ
己
は
、
明
治
一
-
一
十
四
年
迄
の

大
阪
の
事
怖
を
訓
査
し
た
る
大
阪
府
誌
の
工
業
史
中
に
会
〈
之
に
闘
す
る
事
が
記
述
せ
ら
れ

τ居
な
い
の
に
よ
っ

て
推
察
す
る
・
』
芭
が
出
来
る
。

5

雑
工
業
明
治
維
新
以
後
に
初
め
て
起
つ
北
雑
工
業
の
中
で
特
に
顕
著
な
る
も
の
は
、
人
カ
車
の
製
港
、

靴
の
製
追
及
び
洋
寧
の
製
造
で
あ
ら
う
o

併
し
人
力
車
・
井
に
靴
は
蛍
時
向
ほ
需
要
少
〈
、
販
路
も
内
地
に
限
ら

れ
、
工
業
ご
し
て
は
特
筆
す
べ
き
程
度
じ
至
ら
な
か
っ
た
が
、
加
判
L

リ
洋
傘
は
相
蛍
外
岡
よ
り
輸
入
せ
ら
晶
、
有
様

で
あ
っ
た
か
ら
、
巴
に
明
治
五
年
の
頃
に
は
日
野
利
三
郎
ご
い
へ
る
人
が
竹
骨
金
巾
振
り
の
楳
治
品
を
製
諮
販
貿

し
た
。
一
見
に
翌
六
年
に
は
井
上
浅
が
製
遣
を
企
て
、
之
古
前
後
し
て
芝
川
叉
右
衛
門
外
数
名
の
人
々
が
斯
業
を
関

始
し
た
o

爾
来
洋
風
の
流
行
ご
共
に
そ
の
需
要
増
加
し
、
十
年
頃
に
は
企
業
者
十
名
内
外
己
な
h
、
迭
に
十
三
年

頃
に
は
産
額
東
京
を
凌
抑
制
し
、
支
那
方
面
仁
輪
出
し
う
る
に
至
っ
た
。
今
日
で
こ
そ
大
阪
の
洋
傘
製
治
業
は
微
々

記
る
も
の
で
ゐ
る
が
、
蛍
崎
吉
し

τは
相
嘗
に
法
目
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
事
を
知
り
う
る
ご
同
時
に
、
外
国
品

大医師年氏、明泊十四年十二月 内路
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に
釣
す
る
噌
好
の
強
か

b
し
事
を
推
察
し
う
る
で
あ
ら
う
。

四

明
治
一
初
年
の
大
阪
新
工
業
の
経
営
放
態

賞
時
の
新
立
工
業
は
そ
の
生
産
技
術
も
幼
稚
で
あ
b
・
販
路
も
狭
小
に
し
て
生
産
も
少
〈
.
規
模
も
蹴
る
些
々

た
る
も
の
で
あ
っ
た
事
は
い
ふ
会
侠
た
ぬ
が
、
今
目
的
大
阪
の
工
業
百
嘗
時
の
夫
れ
ご
を
比
綾
す
る
上
に
は
そ
の

陸
信
形
態
の
特
徴
を
凱
察
す
る
の
必
要
が
ゐ
る
o

放
に
以
下
蔽
傍
組
織
正
資
本

ω一
調
達
司
動
力
、
所
在
地
等
仁
つ

き
て
少
し
〈
述
べ
よ
う
。

4
.
経
替
組
織
己
資
本
の
調
達

維
新
以
前
に
於
て
は
商
工
業
共
に
株
仲
間
な
る
も
の
が
ぶ
在
し
た
り
れ
Y
」
も
、
之
は
各
仰
の
艇
笹
者
の
濁
占
的

地
位
を
保
障
し
、
か
ね
て
幕
府
各
務
が
直
接
じ
そ

ω行
政
需
要
を
充
た
し
叉
は
運
上
冥
加
金
ぞ
徴
牧
し
て
財
政
の

一
助
ご
す
る
縛
め
で
あ
っ
た
。
従
て
各
経
緯
者
が
勢
力
又
は
資
本
を
結
合
し
て
剛
鰻
経
替
を
な
す
斜
め
で
は
な
か

っ
た
o

裁
に
賞
時

ω
株
仲
間
は
大
部
分
商
業
仲
間
に
し
て
、
工
業
に
属
す
る
も

ωは
極
め
て
少
か
っ
た
。
維
新
後

株
仲
間
は
依
然
正
し
て
存
続
を
秘
め
ら
れ
た
が
、
そ
の
肺
野
害
が
大
ビ
な
h
殊
に
自
由
主
義
が
主
張
せ
ら
る
、
に
至

っ
て
遂
に
明
治
五
年
四
月
に
そ
の
解
散
を
命
じ
た
。
併
し
侍
習
の
久
L
き
、
株
仲
閑
の
臨
調
止
仁
、
よ
っ
て
商
人
は
著

し
〈
打
撃
を
家
b
.
ぞ
の
復
活
を
主
張
し
た
が
、
従
来
の
如
き
特
檎
組
合
ご
は
な
h
J
得
争
、
そ
の
代
h
時
の
政
府

明
拍
割
年
白
犬
匹
目
新
工
業

第
二
十

λ
魯

，、
九

都

観

六
九



明
治
初
年
由
大
脳
の
新
工
業

部
二
十
λ
各

4ニ
O 

ぺ二
O 

静

観

は
も
ど
株
仲
間
に
一
服
L
た
る
も
の
を

L
て
通
商
曾
刑
叉
は
商
刑
を
設
立
し
て
自
己

ω経
情
的
地
位
を
確
保
す
べ
一
吉

事
を
湖
一
務
し
た
o

か
く
し
て
多
く
の
通
商
曾
祉
が
大
阪
に
設
け
ら
れ
た
が
、

そ
れ
は
何
れ
も
商
業
金
融
外
に
運
送

業
を
行
ふ
も
り
に
し
て
、
白
ら
工
業
を
鋒
み
し
も
の
は
一
も
な
か
っ
た
よ
う
で
ゐ
る
o
故
に
前
市
引
に
逃
ぺ
た
積
々

の
新
立
工
業
は
醤
来
の
工
業
に
比
す
れ
ば
可
な
り
組
械
的
で
あ
り
且
つ
規
模
も
消
火
き
〈
は
あ
っ
た
が
、
商
批
の

如
き
組
合
企
業
叉
は
曾
枇
企
業
に
よ
っ
た
も
り
で
は
な
〈
、
多
く
は
仰
人
企
業
に
し
て
、
佃
人
が
共
同
す
る
場
合

仁
も
僅
め

t
少
数
者
山
結
合
仁
よ

ι
L
り
で
め
っ

-1
、

一
泊
、
、
T
K

、祖且昌、一方
1
4
L
L
}
-
F
P
P
-

「
、
ノ
ミ
)
や

1
・
降
、
。
内
b

d
I
L
J
剰

4
号
幸
一
皿

ρ
賀

1
4〆
1
0
可
じ
む
し
街

て
そ
の
級
制
留
資
本
は
自
己
的
所
有
資
金
又
瓜
他
人
よ
り
側
人
貸
倫
仁
よ
る
の
外
は
な
〈
、
商
枇
に
於
り
る
が
如

〈
、
出
資
額
に
臆
じ

τ利
盆
的
配
賞
を
な
す
が
如
き
組
制
で
は
な
か
っ
た
。
只
少
数
の
工
業
に
於
て
は
一
一
似
の
匿

名
組
合

ω如
き
制
度
が
ゐ
っ
た
ゃ
う
で
め
る
Q

之
れ
は
出
資
者
が
外
岡
人
な
る
場
合
に
多
〈
行
は
れ
た
o

例
へ
ば

大
阪
繊
工
所
は
名
義
人
が
日
本
人
で
ゐ
る
が
貨
は
紳
戸
の
外
市
阿
川

y
タ
ー
で
あ
っ
た
し
、

光
枇
、
分
銅
刷
.
川
崎
村
的
建
築
枇

ω如
き
も
川
口
居
留
地
の
支
那
人
が
投
資
し
て
居
h
、

m
 

鹸
製
遺
業
に
は
支
那
人
が
多
〈
奉
加
し
て
居
た
古
い
ふ
c

マ
ッ
チ
製
誼
所
た
る

-

』

ω
外
…
蜘
幅
傘
や
石

か
〈
の
如
く
工
業
に
於
L
は
凶
健
企
業
が
畿
法
せ
す
、
州
制
殊
な
る
技
術
の
修
得
者
が
技
術
的
み
を
元
手
ご
し

τ

経
鍔
し
・
組
織

ω知
識
に
欠
「
る
所
が
ゐ
っ
た
か
ら
・
管
業
資
本
山
一
調
達
は
彼
等
の
最
も
困
難
ご
し
た
所
で
あ

る
o
政
府
が
最
初
に
技
術
を
普
及
せ
し
め
、
之
に
弐
で
資
金

ω
補
助
を
奥
へ
た
る
は
賞
時

Z
L
て
は
泊
宜
の
策
千

菅野手"*郎、明泊初年に股ける大阪油商脅批 W!i:時論議三七ノ五、一ーニH
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あ
っ
た
ご
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
併
し
乍
ら
政
府
が
個
人

ω企
業
に
謝
し
て
資
金
を
融
通
L
又
は
工
場
機
械
そ
の
他

ω回
定
資
本
を
下
仰
し
叉
は
挑
下
げ
を
な

τ事
仁
は

官
時
の
如
く
政
治
組
織
的
向
ほ
賂
削
ゼ
ヨ
る
時
代
に
於
て

は
、
多
〈
の
弊
害
を
件
ひ
、
積
々
の
問
題
を
惹
起
し
た
。
卸
ち
政
出
向
そ
り
他
的
有
力
な
る
貸
業
家
に
謝
し
て
は
研

々
の
恩
恵
が
典
へ
ら
れ
易
い
が
、
資
際
凶
・
採
絡
協
仰
上
必
中
保
護
柴
胤
噌
ら
る
べ
き
も
の
で
も
そ

ω
経
傍
者
が
微
力

な
る
場
合
に
於
て
は
、
政
府
よ
り
の
資
金

ω融
泌
を
受
げ
る
事
が
困
難

t
あ
っ
た
。
而
[
て
大
阪

ω新
立
工
業
は

巳
に
述
べ
花
る
が
如
〈
、

二
三
の
も
り
ぜ
除

ν
て
比
較
的
純
一
名
的
技
術
家
じ
よ
っ
て
創
設
せ
ら
ハ
い
た
る
が
故
に
、

政
府
凶
保
雄
に
よ
ら
れ
y
し
E
自
力
hr
以
1
州脱出目し

一
般
人
か
ら
資
金

ω一
拙
説
企
符
1

肘
杭

4
フ
で
ゐ
品
。
通
商

品目此

ω任
務

t
L
τ
は
金
融
業
も
霊
山
ゆ
る
も

ω
、
一
つ
で
ゐ
っ
た
が
、
そ
の
工
業
方
面
に
行
は
れ
た
る
も
の
は
少

か
っ
た
。
之
は
正
業
方
面
よ
h
，
も
他

ω事
業

ω方
が
蛍
附
一
別
府
緊
急
で
め
っ
た
の
さ
、
工
業
が
向
ほ
小
規
模
に
し

τ必
し
も
ま
正
ま
h
た
る
大
資
金
を
要
し
な
か
っ
た
こ
ご
に
起
因
す
る
も

ω
己
思
は
れ
る
。
又
大
規
模
の
も
的
で

も
新
式
の
工
業
的
創
設
は
危
険
副
せ
ら
れ
た
か
ら
之
に
投
資
す
る
事
を
好
ま
な
か
っ
た
・
』
ご
は
、
前
項
に
地
べ
た

百
武
安
兵
衛
氏
の
製
紙
工
業

ω設
立
胡
怖
に
徴
し
て
も
之
を
偲
像
す
る
事
が
出
来
る
が

ロ
、
工
業
用
動
力

港
枇
市
局
は
賞
時
大
阪
に
於
け
る
最
大
内
線
合
工
場
で
あ
っ
て
、
汽
慨
を
動
力
正
し
て
居
た
事
は
い
ふ
迄
も
な

ぃ
。
元
来
大
阪
に
於
い
て
石
炭
乞
生
産
用
又
は
動
力
用
正
し
て
最
初
に
利
用
し
た
の
は
淀
川
汽
般
?
の
っ
た
が
、

明
治
初
年
の
大
阪
の
新
工
業

第
二
十
八
巻

第

披

七

じ
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明
治
初
年
目
大
院
の
新
工
業

第
二
十
八
巻

七

第

掛

七

遺
枇
刷
局

ω設
立
己
共
に
石
炭
の
消
費
量
が
増
加
し
、
之
れ
に
刺
戟
苫
れ
て
他
の
工
業
も
亦
石
決
を
消
費
す
る
に
至

っ
た
陶
併
し
明
治
十
年
以
前
に
創
設
せ
ら
れ
た
新
工
業
に
し
て
火
力
に
由
て
機
械
を
蓮
縛
し
た
も
の
は
殆
い
と
な
い

ょ
う
で
あ
る
o
之
は
機
械
を
路
用
す
る
が
如
、
き
大
規
模
の
も
の
が
少
か
っ
た
の
ご
、
汽
闘
そ
の
他
山
設
備
に
多
〈

の
固
定
資
本
を
投
十
る
の
徐
裕
が
な
か
っ
た
か
ら
で
ゐ
る
。
大
阪
に
於

τ最
初
に
設
立
さ
れ
た
池
谷
紡
総
所
は
如

何
な
る
動
力
を
胤
ひ
た
か
は
明
か
で
な
い
V

が
、
恐
ら
〈
火
力
で
ゐ
っ
た
芭
思
は
れ
る
υ

併
し
火
力
は
嘗
時
高
岡
聞
に

つ
い
た
も
の
か
‘
そ
の
後
に
出
来
に
桑
原
紡
総
所
で
は
水
カ
が
使
用
せ
ら
れ
、
之
が
大
阪
府
下
に
於
り
る
水
カ
紡

続
り
鴨
矢
v
h
t
い
ふ
向
叉
大
日
本
紡
蹴
曾
枇
の
稲
本
一
克
之
助
氏
の
懐
古
談
仁
よ
れ
ば
明
治
初
年
に
は
紡
総

ω動
力

ご
し

τ水
力
が
多
〈
利
則
せ
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
尤
も
そ
の
水
力
は
如
何
に
し
て
利
用
せ
ら
れ
に
か
は
明
か
で

な
い
。
大
阪
繊
五
所
の
如
き
も
明
治
二
十
六
年
に
品
川
は
汽
附
二
側
、
馬
力
五
十
七
ど
い
ふ
有
様
で
あ
る
か
ら
2

他

の
手
工
業
本
位
の
工
業
に
火
力
又
は
水
力
の
利
用
せ
ら
る
、
事
の
少
か
っ
た
の
は
想
像
仁
難
〈
な
い
。

ハ
、
工
場
の
所
在
地

-
ム
場
の
地
理
的
分
布
に
は
一
定

ω法
則
が
ゐ
っ
て
、
同
地
落

ω形
態
叉
は
人
口
密
集
皮
己
工
場
の
規
模
正
の
閉
じ

は
必
然
的
関
係
を
有
す
。
印
ち
人
口
の
密
集
皮
が
大
な
る
所
に
於
て
は
小
工
業
の
割
合
が
大
に
し
工
大
工
業
が
少

(
‘
密
集
度
的
少
き
所
仁
は
大
工
業
的
割
合
が
大
に
し
て
小
工
業
が
少
い
傾
向
が
ゐ
る
。
大
阪
が
一
ム
業
都
市
Z
し

τ後
述
し
て
以
来
、
現
に
大
工
業
は
年
々
遠
心
力
的
蓮
勤
を
錯
し
て
市
外
に
移
動
し

市
中
に
は
小
工
業
の
割
合

大阪商業官議所商業費料石炭の淵査、

大阪府誌ニ J'Ii.一七瓦

商業資料都=蹴

叩i著1経済史論者一八五山
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が
増
加
し
て
居
る
o

明
治
初
年
に
創
設
せ
ら
れ
た
新
工
業
の
地
理
的
分
布
を
見
る
に
、
矢
張
り
大
工
業
は
市
古
逝

接

L
た
地
域
(
之
は
今
日
で
は
多
〈
市
中
に
な
っ
て
ゐ
る
が
)
に
設
げ
ら
れ
た
。
造
幣
局
、
大
阪
銀
工
所
、
大
阪
紡

債
の
如
き
は
之
れ
で
ゐ
る
が
‘
他
の
中
小
工
業
は
多
く
沓
市
街
中
に
設
け
ら
れ
た
。
中
之
島
堂
島
附
託
に
は
可
な

hd
大
き
な
工
場
が
諮
ら
れ
花
が
、
之
は
嘗
時
ニ
的
地
方
に
冬
地
が
多
〈
今
日
の
如
〈
人
口
も
密
集
し

τ居
な
か
っ

た
事
、
奮
諸
問
時
代

ω識
屋
敷
な
ど
が
利
用
せ
ら
れ
す
し

τそ
の
ま
、
に
残
っ
て
居
た
事
、
及
び
蛍
附
交
通
機
関
が

後
漣
せ
守
、
主

Z
L
て
水
運
に
よ
り
た
る
吉
、
餓
道
が
大
阪
の
北
部
に
め
っ
た
ご
の
閥
係
か
ら
、
こ
的
地
域
に
新

工
業
が
鵡
っ
た

ω
で
め
る
。
併
し
今
日
で
は
之
等

ω日
新
立
工
業
以
市
中
正
縛
れ
る
こ

ω
地
域
に
作
立
す
る
事
が
出

京
市
す
.
或
は
会
〈
衰
滅
し
戒
は
他
の
有
利
な
る
地
方
に
移
動
し
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。
故
に
今
日
の
工
業
地
帯
正

明
治
初
年
内
夫
れ
ご
は
大
館

ω移
動
方
向
は
同
じ
だ
が
、
然
か
も
会
〈
異
れ
る
も
の

Z
な
っ
た
の
で
あ
る
。

宜

能

ち三T
I=t 

右
に
概
説

L
た
る
大
阪
の
新
立
工
業
は
時
代
の
要
求
に
よ
っ
て
生
れ
、
且
つ
嘗
時
の
工
業
政
策
の
影
響
を
直
接

間
接
に
受
〈
る
所
は
少
〈
な
い
。
従

τ他
ω地
方
の
新
立
工
業
ご
根
本
的
に
異
る
も
の
E
は
い
へ
な
い
で
あ
ら

ぅ
。
徳
川
時
代
に
於
て
は
大
阪
は
経
務
上
江
戸
に
劃
し
て
積
極
的
影
響
を
有
し
・
武
士
は
元
よ
り
町
人
吉
雄
も
大

阪
商
人
に
依
存
す
る
の
奴
越
で
あ
っ
た
。
叉
維
新
直
後
仁
於

τは
、
何
蕗
も
同
位
協
に
革
命
の
影
響
を
家
り
町
人
階

明
治
相
年
由
大
甑
の
新
エ
操

第
二
十
λ
巻

七

体

量出

士



明
治
初
年
目
大
阪
の
輯
工
業

第
二
+
八
巻

七
回

第

挽

t 
四

級
は
大
な
る
打
撃
を
来
っ
た
け
れ
ど
も
・
大
阪
に
は
三
百
年
間
蓄
積
せ
ら
れ
た
る
官
が
向
ほ
多
(
残
っ
て
居
た
か

ら
・
東
京
に
比
し
幾
分
有
利
で
ゐ
っ
た
。

き
れ
ば
一
}
号
幕
府
が
大
阪
ゆ
財
力
を
頼
み
之
を
完
全
に
統
御
せ
ん
ご
し

て
徳
川
慶
喜
が
態
々
大
阪
じ

F
向
し
た

ωで
ゐ
り
、
叉
明
治
元
年
の
春
に
は
明
治
天
皇
が
親
し
〈
行
事
せ
ら
れ
た

の
で
あ
る
。

つ
ま
b
大
阪
を
安
定
せ
し
め
そ
の
財
力
を
支
配

L
Fコ
る
や
否
や
は
卸
も
天
下
分
け
目
で
あ
っ
た
の
で

あ
る
Q

大
阪
に
也
憐
局
炉
設
け
ら
れ
た
の
も
大
阪

ω
助
力
を
基
礎
ご
せ
ん
が
矯
め
で
ゐ
っ
た
ご
思
は
れ
る
。

か
〈
の
如
〈
大
阪
は
経
憐
回
押

ω指
導
者
で
ゐ
っ
た
に
拘
は
ら
中
、
車
駕
一
度
来
幸
し
て
政
指
の
中
心
が
東
京
に

移
h
、
新
式
の
政
治
組
械
に
基
く
新
な
る
闘
家
需
要
が
起
り

一
般
民
衆

ω西
洋
的
晴
好
り
流
行
す
る
に
至
つ

τ、
監
・
に
各
地
方
よ
り
輔
帥
軒
、
し
来
る
在
来
の
貨
物
の
み
を
配
給
し
て
居
た
大
阪
は
新
立
的
商
L
業
に
謝
し
て
は
全

〈
東
京
仁
追
随
ゼ

g
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
地
融
制
局
は
別
ご
し
て
、
前
仁
述
べ
允
る
新
立
工
業
は
そ
の
成
立
が
何

れ
も
束
京
よ

h
少
〈
も
二
三
年
お
〈
れ
、
又
は
米
京
附
近
に
設
立
せ
ら
れ
た
る
模
範
工
場
よ
り
技
術
を
体
制
回
し
た

る
か
、
或
は
そ
の
他
来
京
に
在
ふ
り
し
工
業
を
移
撤
し
た
も
の
で
ゐ
っ
て
、
新
立
工
業

ω先
駆
正
な
b
し
も
内
は
極

め
て
少
い
。
叉
補
助
金
柴
刷
金
が
東
京
の
政
府
よ
h
奥
へ
ら
品
、
の
結
果
は
、
往
々
に
し
て
犬
阪

ω商
人
が

t
か

〈
東
京
中
心
主
義

ω気
風
に
認
は
れ
易
か
っ
た
。

右
の
如
き
事
情
の
結
川
本
は
又
新
工
業
の
設
立
の
途
行
が
東
京
の
夫
れ
正
多
少
異
ら
グ
る
を
得
ぬ
o

大
阪
の
新
工

業
は
多
〈
東
京
の
夫
仁
追
従
せ
さ
る
を
得
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
然
か
も
政
府
の
保
護
奨
臓
を
受
〈
る
税
皮
も
少



〈
、
叉
嘗
時
の
糊
業
政
策
に
基

t
模
範
工
湯
も
な
〈
、
且
つ
一
旦
大
阪
り
地
に
値
え
つ
け
ら
れ
て
か
ら
は
、
夫
々

自
立
調
歩
の
四
波
注
を
遂
げ
、
政
治
に
依
存
す
る
の
程
度
は
、
東
京
の
夫
れ
正
金
〈
異
っ
て
居
る
o

今
日
東
京
の
工

業
が
著
し
〈
政
拍
的
色
彩
を
有

L
、
財
政
需
要
ご
密
比
四

ω閥
係
ゐ
る
に
反
し
て
、
大
阪
の
工
業
は
外
凶
貿
易
を
主

要
目
様
正
す
る
も
の
又
は
一
般
市
場
本
位
山
も
の
、
多
き
は
、
彼
我
そ
の
都
市
的
機
能
の
果
る
こ
ご
じ
恭
一
〈
も
の

ご
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
今
本
協
を
了
る
に
方
り
て
、
明
治
初
年

ω大
阪
に
於
て
一
般
市
場
を
日
楳
ご
す
る
貨
物
乞

製
遣
す
る
桜
紙
工
場
叉
は
保
謎
奨
励
に
よ
る
工
業

ω少
〈
し
て
、
自
立
主
義
的
も

ω
、
多
h
r
h
し
二
一
ニ
山
理
由
を

例
示
す
る
で
あ
ら
う
。

)
 
t

維
新
直
後
よ
h
大
阪
に
治
情
局
が
設
立
せ
ら
れ
、
之
に
は
楠
々
の
新
式
製
造
部
門
を
附
崩
せ
し
め
た
る
が

(
 

故
に
、
そ
ζ

か
ら
新
な
る
工
業
知
識
が
供
給
せ
ら
る
、
事
ご
な
っ
た
o

故
に
造
幣
局
は
元
来
模
範
工
場
の
目
的
を

以

τ出
来
た
も
の
で
は
な
い
が
、
両
市
首
上
級
錨
工
場
た
る

ω機
能
を
後
山
押
し
待
に
る
貼

μ
、
他
的
税
範
「
ム
場
以
上

で
あ
る
o

従

τ大
阪
に
於
て
は
別
に
純
範
L
場
を
起
す
の
必
要
が
少
hr
っ
た

ω
で
あ
る
。
そ
的
附
胤
の
補
助
工
業

も
漸
次
民
間
に
梯
下
げ
ら
れ
・
戒
は
毛
こ
じ
行
は
れ
た
る
技
術
炉
停
は
っ
て
・
郁
々
の
新
式
工
業
の
基
礎
芭
な
つ

た
も
の
が
少
〈
な
い
0

2

新
立
工
業

ω生
産
物
を
大
量
に
需
要
す
る
も
の
は
主
ご
し
て
政
府
官
騰
で
あ
っ
た
が
、
大
阪
に
は
之
れ
が

比
較
的
に
少
か
っ
た
。
治
献
m
局
は
新
工
業
製
品
り
大
量
需
要
者
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
概
ね
局
内
に
附
属
す
る
工

明
治
初
年
白
大
甑
の
新
工
業

第
二
十
八
番

七
五

第

悦

七
li 



明
泊
初
年
内
大
眼
目
新
工
業

第
二
十
八
巻

七
六

第

観

七
六

場
に
よ
っ
て
充
足
せ
ら
れ
、
最
初
は
民
業
ご
殆
ど
無
関
係
に
ゐ
っ
た
。
之
等
の
事
情
は
大
阪
に
新
工
業
を
勃
興
せ

し
む
る
の
必
要
を
少
か
ら
し
め
、
従

τ又
之
を
保
存
し
或
は
模
範
工
場
を
設
く
る
に
至
ら
な
か
っ
た
の
で
ゐ
る
。

3

叉
大
阪

ω市
民
に
比
し

τ束
京
在
住
者
の
生
活
段
式
は
進
歩
的
で
あ
っ

t
、
商
洋
式
行
政
官
耐
舶
に
生
活
す

る
役
人
井
に
之
に
闘
係
す
る
職
業
の
人
々
は
矢
朕
h
、
新
奇
の
洋
品
を
一
街
要
す
る
が
故
に
、
こ
の
方
面
ψ
工
業
が

東
京
仁
援
連
し
易
い
し
、
叉
そ
の
設
立
の
必
要
が
め
っ
た
。
一
般
人

ω目
指
に
使
用
す
る
新
奇
の
貨
物
の
製
誌
が

概
ね
先
づ
東
京
横
践
に
超
円
J

た
の
も
之
れ
が
鵠
め
で
あ
る
。
之
れ
に
一
民

L
大
阪
市
民
は
保
守
的
で
あ
っ
て
、
新
式

の
洋
品
の
消
費
は
常
仁
来
京
よ
り
お
く
れ
る
有
様
で
ゐ
っ
た
。
之
等
も
大
阪
に
於
て
新
工
業
を
特
仁
保
護
す
る
事

を
少
h
p

ら
し
め
た
理
由
の
一
つ
で
あ
る
。

4

大

阪

ω町
人
は
徳
川
時
代
か
ら
主
ご
し

τ日
本
会
闘
の
貨
物
ゆ
配
給
井
に
金
融
ド
従
事
し
・
生
産
業
を
管

む
輔
が
比
較
的
に
少
〈
、
大
規
模
の
椛
傍
ご
い
へ
ば
何
れ
も
商
業
井
に
金
融
業
で
ゐ
つ

τ、
明
治
初
年
に
於

t
も

術
ほ
之
等
の
業
務
を
有
利
ご
し
且
つ
倉
重
す
る
傾
向
が
大
で
め
っ
た
事
も
、
大
阪
人
の
工
業
に
謝
す
る
興
味
を
減

悲
し
め
、
従
て
保
識
を
受
り

τ迄
も
工
業
を
起
き
う
ご
す
る
も
の
が
少
か
っ
た
の
で
あ
る
。
放
に
大
阪
在
来

ω人

に
て
政
府

ω
保
護
の
下
に
新
工
業
を
越
し
た
も
の
は
少
い
。

5

大
阪
が
中
央
政
府
を
議
か
っ

τ居
b
・
大
官
が
居
な
か
っ
た
か
ら
、
常
時
の
如
く
大
官
の
自
由
裁
量
で
殆

，，‘、
Y
」
何
事
も
出
来
た
時
代
に
は
‘
俄
程
有
力
な
手
蔓
が
な
り
れ
ば
政
府

ω保
越
を
受
り
う
る
の
機
曾
が
少
か
っ
た
。

併
し
大
阪

ω脚
力
も
次
第
に
回
復
し
、
こ
、
で
工
業
を
替
む
事
は
勝
来
布
望

r
Eせ
ら
れ
た
の
で
、
大
官
が
野
に



下
っ
て
大
阪
で
質
業
じ
従
事
し
よ
う
ご

L
た
し
、
叉
大
阪
市
民
も
が
〈
の
如
き
中
央
政
府
己
連
絡
め
る
人
の
在
阪

を
歓
迎
し
花
事
も
舎
は
れ
ぬ
事
・
貨
で
ゐ
る
。
自
由
主
義
で
ゐ
h
進
歩
主
義
で
め
る
ψ

へ
き
商
工
都
市
の
大
阪
に
於

τ、
今
日
倫
ほ
官
史
上
b
の
賞
聖
子
採
が
非
常
に
優
待
山
口
ら
る
、
の
は
・
』
の
時
代
の
遺
物
で
は
ゐ
る
ま
い
か
。

B

徳
川
崎
代
三
百
年
間
に
踊
養
せ
ら
れ
た
る
自
治
自
由

ω思
想
が
ゐ
り
、
又
一
時
衰
退
し
た
h
Z
は
レ
へ
相

蛍
山
金
融
資
本
カ
を
有
し
た
る
が
故
に
、
商
人
が
政
府
山
保
護
に
俄
h
依
存
し
な
い
で
工
業
を
翻
倍
L
得
た
る
事

も
・
宮
崎
の
大
阪
の
工
業
を
特
色
づ
け
る
も
の
で
あ
る
。

7
か
〈
の
如
〈
新
工
業
に
帆
到
す
る
街
要
が
東
京
に
多
〈
し
て
、
従
て
最
初
に
は
東
京
附
近
に
多
く
の
新
工
業

の
模
純
正
場
保
謎
工
場
が
設
立
せ
ら
れ
、
こ
、
に
新
式
の
生
産
技
術
が
俊
達
し
た
る
を
以

τ、
若
し
そ
の
工
業
が

民
間
事
業
ご
し
て
有
望
ご
な
れ
ば
、
大
阪
の
人
々
は
ζ

、
か
色
新
知
識
を
受
け
て
来
る
方
が
迅
迷
で
あ
り
且
つ
有

利
で
あ
っ

τ、
敢
え
て
大
阪
に
こ
の
械
の
工
場
を
試
設
す
る

ω
必
要
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ら
う
。

以
上
は
、
明
治
初
年
に
於
て
大
阪
に
超
h
た
る
新
立
工
業
が
仙
の
地
方
特
に
束
京
の
新
工
業
ご
具
る
駄
を
指
摘

し
た
の
で
あ
る
が
、
向
ほ
e

』
の
外
に
も
械
の
事
由
を
見
出
し
う
る
で
あ
ら
う
。
而
L
て
之
は
概
め
て
概
括
的
に
嘗

時
の
大
阪
の
新
工
業
hz
通
脱
し
た
る
に
止
h
.
論
じ
て
つ
〈
古
い
る
も

ω
、
多
〈
存
す
る
は
言
を
侠
た
な
い
。
そ

の
一
々
の
事
項
に
闘
す
る
は
一
真
に
硝
を
夏
め
て
詳
論
す
る
で
あ
ら
う
。
術
ほ
こ
の
機
曾
に
於
て
、
明
治
初
年
の
大

阪
の
工
業
に
闘
す
る
資
料
を
有
せ
ら
る
、
諸
彦
が
、
余
的
研
究
の
怨
め
に
指
数
せ
ら
れ
ん
事
を
切
望
す
る
次
第
で

あ
る
。

明
治
初
年
四
大
阪
申
新
工
業

第
ニ
十
λ
巷

七
七

第

腕

七
七


